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単位：人

回答者参加者 回答率

618 257 41.6%

　

　八代市では、市民の皆さんに「今、なぜ協働が必要なのか」を広く周知、理
解していただく場、あるいは今後のまちづくりにおいて、住民と行政がお互い
に主役となって、共に考え、実行していくことへのきっかけづくりとして、平成
20年3月15日（日）に「やつしろ市民フォーラム『加たって、語って、協力しあう
まちづくり』」を開催しました。

　このアンケート調査は、フォーラムへ来場された方のご協力により集計して
います。
　フォーラムへの参加者は618名であり、うち257名の方から回答をいただき
ました。
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項　目 回答数 割　合
10代以下 0 0.0%

20代 6 2.3%
30代 14 5.4%
40代 16 6.2%
50代 49 19.1%
60代 95 37.0%
70代 66 25.7%

80代以上 10 3.9%
無回答 1 0.4%
合  計 257 100.0%

項　目 回答数 割　合
男 161 62.6%
女 87 33.9%

無回答 9 3.5%
合  計 257 100.0%

　【問　１】
　年代について

　【問　２】
　性別について
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回答数 割　合　
代陽校区 4 1.6%
太田郷校区 18 7.0%
植柳校区 5 1.9%
松高校区 13 5.1%
金剛校区 11 4.3%
高田校区 4 1.6%
八千把校区 10 3.9%
郡築校区 3 1.2%
八代校区 0 0.0%
宮地校区 4 1.6%
宮地東校区 2 0.8%
日奈久校区 4 1.6%
昭和校区 3 1.2%
二見校区 8 3.1%
竜峰校区 4 1.6%
麦島校区 0 0.0%
坂本地域 23 8.9%
千丁地域 15 5.8%
鏡地域 87 33.9%
東陽地域 20 7.8%
泉地域 4 1.6%
市外 5 1.9%
無回答 10 3.9%

257 100.0%

項　目

合  計

　【問　３】
　住んでいる地域について
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回答数 割　合
市政協力員 49 19.1%

婦人会 19 7.4%
老人会 26 10.1%

体育協会 2 0.8%
消防団 6 2.3%
ＰＴＡ 2 0.8%

民生児童委員 50 19.5%
地域審議会委員 9 3.5%

ＮＰＯ、ボランティア団体 1 0.4%
総合社会教育推進連絡協議会 2 0.8%

自治会役員 17 6.6%
市議会議員 3 1.2%

市職員 49 19.1%
その他 22 8.6%

257 100.0%

項　目

合　計

　【問　４】
　役職、加入団体について
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回答数 割　合
とても良かった 95 37.0%
良かった 107 41.6%
普  通 36 14.0%
よく分からなかった 1 0.4%
難しかった 1 0.4%
無回答 17 6.6%

257 100.0%

回答数 割　合
とても良かった 62 24.1%
良かった 95 37.0%
普  通 38 14.8%
よく分からなかった 3 1.2%
難しかった 0 0.0%
無回答 59 23.0%

257 100.0%

項　目

合  計

項　目

合  計

　【問　６】
　パネルデスカッションの感想について

　【問　５】
　基調講演の感想について

難しかった
0.4%

普  通
14.0%

よく分からなかった
0.4%

無回答
6.6% とても良かった

37.0%

良かった
41.6%

難しかった
0%

よく分からなかった
1%

普  通
15%

良かった
37%

とても良かった
24%

無回答
23%



 7

番　号 意　見

1
本日は、始めて住民自治によるまちづくりの具体的な話を聞きました。我々もまちづくりに検討していき
たいと思います。

2 大変関心がありました。行政依存、職員依存からどのように脱却し、自治意識を持つか養成が必要。
3 リーダーを育ててください。

4
課題が大きいので、多くの方の意見と市政協力員、役所職員の指導が大切と思う。さわりの課題が多
かった。

5 市民の理解を得て、協働をゆっくり進めてほしい

6
20校区の住民意識の格差があり、住民が自主活動を受け入れるだけの環境が整えられているか心配
であり、一部の人材だけで空回りする可能性もあり、住民意識を埋めなければ目的は達成できないと
思う。

7
基調講演を聴いて、大枠を知ることができたが、地域に何があるのか、ニーズにあるものの捉え方が
困難ではないか

8 協働が成功するか失敗するかはやり方次第
9 できる事からやらなければ無理な計画をたてれば、持続せず、先詰まりする。
10 重要で必要なものと思いました。
11 フォーラム開催に感謝いたします。前向きに前進するのみ。

12
町内会においてもさまざまな仕事があることを知り、大変なんだと思った。しかし、町内でできることは
自分たちでやってほしいと思う。現在の印象としては行政だけにまかせっきりな部分が多いと思われ
る。

13
地域のまちづくりについて、一緒になって目的を共有しながら活動していかなければならないことを感
じた。地域と行政は対等であるということを基本におくべきだ。

14
それぞれが人として（地域に生きる一人）意識を高めていくことが重要であると思った。「職員が住民と
同じ目線で」を心がけていこうと思います。

15
桑原先生のお話はわかりやすく理解できた。少子・高齢化が進む中「協働」は避けられない時にきてい
る。

16 職員と住民のかかわりを持つこと。補完性の原則と協働はとても大事なこと。

17
目的をもって目線を同じにし、話し合い、問題を解決する必要があり、住民の理解と多くの参加が大事
であると思いました。

18 住民への押し付けはないと思った。
19 行政より新組織をつくって、補助金を一括支給されるのはどうかと思う。配分に心配する。

20
今年から、市政協力員として活動します。大変だとはきいていましたが、自分なりに聞きながら、しなが
ら学び頑張っていきます。常に役員会を開き、人間性、課題を聞きながら進めていきます。

21
自分たちできることはしていかなければならないと、でも何ができるのか。今からの若い人たちの生活
も考えて欲しい。弱い立場の人も大事だけど、中間層の人たちのことも考えて欲しい。参加する時間が
ない人たちのこと。

22
職員の意識改革が必要だとの意見が多かったが、この発言は行政へ依頼する思いが出ているのでは
ないか。

23 十分時間をかけて進めてもらいたい。総体的でなく、地域にあったきめ細かい配慮を。
24 すばらしいが感想です。実行できる日が一日でも早く到来するよう努力しなければと思います。
25 具体的な姿がイメージできない。

26
基調講演の話はわかりやすかった。地域住民も考えて工夫していくことが大切だと思った。また、行政
もそれを支えていくことを感じた。

27 住民だけ、行政だけではなく、協働でのまちづくりが重要だと感じた。

28
住民と行政の協働によるまちづくりは身近な問題として捉え、今後の課題として取り組まなければなら
ないと感じた。

29
川根の話を聞いて農村に生活をして今一番心配している事は、農地の荒廃です。早くどうにかならな
いものかと思っています。

30 ①住民の意識をどう変えていくか②リーダーが育成できるか③持続的な活動ができるか
31 ためになった。

　【問　５】
　『住民と行政による協働』についてどう思ったか
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番　号 意　見

32
本日の短時間での情報では理解できない。住民は議員を選出しているわけで議会での質疑がよくでき
ているのか？

33 住民自治の必要性を改めて感じたが、もう少し時間が必要だと感じた。

34
協働ということは理解できても、いざ実施となると「どうするのか」という行動に移すときに課題がありそ
う。これを住民一人ひとりに理解させるにはもっと難しさがあり、不安と不満が生じると思います。

35 協力しあうまちづくりは大変なことがと思うが、是非取り組んでいきたい。
36 今後、住民への説明を多くして欲しい。
37 住民と行政が対等の関係で物事が進んでいけたら大変すばらしいと思います。

38
行政もいろいろと努力しておられると思いますが、縦割り行政より住民意思が届きにくいと思いますの
で、関係部門で協調し取り扱って欲しい。

39
住民側の意識改革が必要と思うが、行政のやってやるという姿勢が根強いように思う。行政の目線の
位置が大変気がかりである。（例えば、事業等の説明不足や一方的な言動など）

40 １、地域住民への協働の意義を徹底せしめるか ２、リーダーの考え方で方向がきまる。

41
住民、行政の区別なく、ともに同じ立場になって人ごとでなく本気で何事にも取り組んでいくことを強く
思いました。

42 協働に対する考え方や方向性について一応理解できた。今後勉強して実行に寄与したいと思う。

43
具体的な話をしていただき判りやすかった。地域の世話をやっていますが、高齢者40名の地域では人
を集めるのに一苦労です。まち全体が協働作業が必要だと思います。

44 住民と行政による協働の必要性を感じた。

45
リーダーの人材の教育と職員はもっと地域を知るために町内の状況を知る必要がある。住民と行政の
会話不足。

46 テーマとして農林漁業の活性化等に対して取り上げてもらいたい。

47
これからの八代では非常に重要な話だと思った。基調講演がわかりやすく「しなければならない」と考
えさせられた。

48 基調講演の中で各地域の事例も聞けたことが勉強になりました。住民との協働で輝く八代市にした

49
先進地でのまちづくりは当地についても参考になると思いますが、それを推進していくリーダーがよっ
ぽどしっかりしなければと考えます。

50
「加たって、語って」ということが住民に行政がいろいろと協力してくれというように見える。住民よ、考え
てくれということだろう。本当言うなら逆じゃないのか。もっと住民のところに足を運ぶべきではないか。
その結果が生かされるべきだ。

51 理想に終らないように。住民自治実現まで大変なことと思う。若い人の参加、意見を！

52
本来の市町村のやり方が社会情勢の変化に伴い変わっていくために合併し、逆な形での住民主導で
のあり方が望まれていることに気付く。

53 リーダーとなる人材がいない。

54

「住民自治」は時代の流れとして必要かと思われるが、行政の仕事を住民に押し付けることになる。財
政確保にも不安がある。これから住民への説明を十分にやってもらう必要がある。実施にあたっては、
できる事から段階的に進めることが必要だと思われる。また、市職員のサポート体制をどうやるか、財
政支援はどうか。今後、十分な説明が必要。

55 住民は既に動いている。果たして行政が協働できるのかが疑問に思います。

56
行政範域の拡大により住民の声が反映される土壌が崩壊しつつある。そのためには、本組織が最も
必要なものであろう。住民、地域、行政の役割の明確が必要で、課題に対して協働の対応をするべ
き。

57 これからの方策として考える時期にきているかもしれない。

58
協働について全ての住民が理解していないと思っている。（役職になっている人を除く）具体的に福祉
でもなんでもよいので例を出して説明する必要がある。

59 住民一人ひとりが考えていかなければ問題だと思います。
60 大変よかった。行政、関係者の方々のディスカッション等
61 協働はわかったが、活動するには必ずお金がいるから、そこをどう解決するか

62
従来の行政のあり方に問題ありと思っていたので、今回のやり方について賛成である。しかし詳細に
わたってはまだ検討する必要があり。

63
住民とは校区内の団体ではなく住んでいる一人ひとりである。自治は団体の長のみの集まりではない
と思う。

64 住民の地域性によってできにくい面もある。協働意識がない。
65 住民のリーダー育成、職員の参加が特に必要である。

66
基調講演を聴いて、すばらしい先進地もあるものだと関心しました。実際、自分たちの地域でどうやっ
ていくのか？地域住民の皆が協働について理解しなければ進まないと思います。  
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番　号 意　見

67
とても大変なことだと思います。徳田さんのいうような不安もありますが、桑原先生の講演であった成
功例もあるので、しっかり住民と行政による協働をやっていくことが大切だと感じました。

68
個人の意見やアイディアにより、まちの活性化になったり、お年寄りの人たちがいくつになっても働ける
場を作ることを八代でも取り組んでもらいたい。そのために、ももう少し、個人の意見を取り入れやすい
場を作ってほしい。

69 県・市・地域住民との密着した、会を催し、まちづくりをすることが不安ではないかと思います。
70 職員の意識改革は勿論であるが、退職後に積極的に参画することも重要かと思います。
71 これから住民が取り組んで行かなければならない課題であると思った。
72 お話を聞いてよかったと思います。住民一人ひとりが行政のことを理解し協働したらと思う。
73 時代がかわり住民に負担がかかるのではないかと思う。机上のプランにならないようにと思う。
74 住民の皆さんの声を反映する、情報の提供、職員の参画、行政の押し付けになっていないか？
75 主旨は賛同する。ただし、地域の実情を十分把握し、ニーズに沿う努力も必要。

76
税金の使い道はしっかり考えてもらうことを前提として、市民が市政にどう貢献できるか考えるべきと
思う。

77
日本全国のいろんな事例を紹介されて、「行政との協働」について考えさせられました。自分たちの地
域においても「何か」ができるのでは。

78

住民と行政による協働は、当然のことであり、今後はより一層進めていくべきだと思いますが、見えな
い壁があるように思えます。一般市民から見ると、行政関係者の人の目線が上から見られているよう
に感じるのです。同じ目線を感じませんし、「してやっている」と感じるような言動が見られると感じるの
は私一人でしょうか。地域のボランティア活動に行政職員の参加が少ないのはなぜでしょうか。

79 なかなか難しいと思われる。

80
パネラーの方からの発言はわたしたちの不安が少し発表されましたが、今となり同志の語り合う機会
も少なくなって、助け合うという意識が少なくなったかに思います。若い人の子育てにも影響するので
はと思います。

81
私たちが望んでいたことです。住民と行政間にはこれまで少し溝があったように感じていました。行政
が望んでおられるなら私たちはいろんな話し合いにも参加して協働していきたいと思います。

82 なぜ、今というところが講演、ディスカッションでも少し足りなかった。
83 住民から考えると不安です。
84 お互いができることは頑張って行動することは良いと思った。
85 パネルディスカッションはよかった。

86
協働の意味をよく理解できて、これからの住民、職員の意識改革をどう図っていくのかこれからが大事
かと思った。

87
住民と行政の関係。さらには住民と行政の係わり方が具体的な例を出して説明され、理解できた。早
速、まちに帰って実施していきたい。

88
「自分のことは自分でやる、地域のことは地域でやる」よく理解できるが、何しろ高齢化社会となり、何
をするも参画する人が決まって、少々疲労気味というのが、過疎地の実情です。無関心層をどう導い
ていくかが大きな課題と思います。

89 参考になった。

90
広島県や三重県他の県等において地域活性化のため、早くから積極的に取り組んでおられる現状を
知らされ、私たちの地域でも例えば高齢者の一人住まいの方等の件も地域でもっと検討すべきと思
う。

91 住民が何かしなければという気が大切で、問題意識をもったらいいなと思いました。
92 住民は大変である。

93
住民の意識、行政職員の意識を協働するまでに研修がもっと必要ではないか。行政側も地域担当制
も良い方法と思います。

94 理解が深まった。
95 住民自治を広報等を通じてＰＲしてください。

96
基調講演は実例を挙げての講話ですごく判りやすかった。市の職員としてもっと自覚し、住民と協働で
八代市をよりよくしていかなければならないと痛感した。

97 相互が共有して問題解決を進める。
98 パネリストの方々の意見や質問が身近に聞かれてよかったと思います。

99
行政として最大限にムダをなくして税金を有効活用。高齢化に伴う福祉の充実。行政活動に対して地
域住民が喜んで参画するような行事計画をしてほしい。

100
住民と行政が役割分担で行う。本当にそのとおりに実現できるように考えなければと改めて考えさせら
れました。

101 住民自治が住民に対する押し付け、負担増につながらないように。  
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番　号 意　見

102
環境保全事業をして近いうちにそうなるだとうと思いました。もしそうなったら市職員も半分でいいと思
います。市議会議員も半分でいいと思います。土地改良の職員も半分でいいと思います。

103
協働の目的は良いが住民が理解しなければ成功しないと思いますので、よく市と住民が話し合いをす
る必要があると思います。

104
地域自治の発展にはリーダーが必要であると感じた。まちづくり、自治の自立に対し、八代市の考え方
が判ってきた。市の職員が機会あるごとに自治会等に参加して説明ができたらよいと思う。参加が少
ない。

105 坂本町では地域振興会や地区での自治活動を実践しているので問題ないように思いました。

106
本日の提案フォーラムは活を住民自治に与えたことと思う。当たり前のことがようやく認識でき提案さ
れたと思う。日本人は世界危機を感じない民族になったといわれている。

107 協働の時代であることが理解できました。しかし、大きな改革ですので多難が予想されます。

108
新しいアイディアを出して、地域を活性化するには、なかなか難しいということを感じました。知恵の出
し合いが今後必要。

109 手話の人は必要なのでしょうか。

110
行政の目線と住民の目線が現在は少しちがっているなと思います。行政は住民の目線で住民はもっと
自覚してお互いに話し合いの機会をつくっていくべきではないでしょうか。

111
協働のまちづくりの事例がいくつか紹介されましたが、生活バスの運営は八代の場合も考えて欲しい
と思いました。

112
写真等を使っての説明は良かったと思います。葉っぱを使って、高齢者の方々は元気で、老人施設が
使われないと聞いてビックリしました。

113
町内財源不足と若い人の時間が取れず、協働が困難。まちづくりの方法はわかったような気がしまし
た。

114 見習っていかなければと思いました。八代市は生ぬるいと思う。
115 とてもよかった。
116 行政の職員も家にもどれば住民になるわけだから、両方の考え、気持ちが分かると思う。
117 住民と行政の共通理解が大切だろうと思った。
118 市民との対話型を企画したらどうか。若い人の代表も入れるべきだと思う。
119 相互理解が必要
120 地域住民の意識改革が必要だと感じました。
121 小さいことから治めていければいいと思います。
122 難しい問題があまりにも多すぎる。今後各地域での話し合いの場を多く設けるべきと思われます。
123 必要なことだと思います。
124 行政・住民と協働、男女協働参画を早く取り入れてください。
125 そのとおりであるが、協力する人がいるかが問題。
126 このような活動を多く広く、行うべきと思います。
127 実行すること。
128 市政協力員の任務も一部だが、大変なことが分かった。
129 自分たちの地域は自分たちでつくろう。
130 歴史を通して現在の行政を見直すことができました。
131 必要なことだが、なかなか難しい問題である。
132 もっと地域を理解してください。
133 高齢化が加速するなか、継続していくには、云うは安し、行なうは難し。
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番　号 意　見

1 校区単位でリーダー対象養成講座を実施してください。
2 協働は必要と思いますが、市民皆に主旨説明が必要と思います。

3
情報通信手段の確保をお願いする。また、二見校区はインターネットの利用ができないので、通信網
を早急に充実してほしい。

4
機会があるごとに何回でも協働しなければならない。住民に内容の徹底と理解をしてもらうことが重要
だと思います。不安と安心が益々増大しまう。

5 職員意識の改革について具体的にどうするのか？

6
みんなで協力して「まちづくり」をすることは大切だと思う。市政協力員などの負担が増えないよう配慮
する必要がある。

7 フォーラムの大会が前進の第1条である。

8
市政協力員の地元代表者は非常に頑張っておられるからこそ、地元住民（特に若者）もそれに協力し
たらもっとよいまちづくり、住民自治ができると思う、無関心な人が多いと思う。

9
基調講演は、とてもわかりやすく良い話を聞くことができました。新たな住民自治つくりなど協働につい
て、積極的に自分は何ができるかを考えて行きたい。

10
元気な八代づくりは、先ずは人材から。職員研修をもっと盛んにしてレベルアップを。協働についての
理解は、まだまだ浅いと思います。

11 補助金一括と各種団体の調整・理解。職員意識改革は必要（住民と行政はパートナー）

12
不都合を都合よくなるよう、いかに話し合い、こうすればもっと良くなると身近なところから考えていかな
ければならないと思いました。

13 始めて参加したがよかった。できる限り多く開催してほしい。

14
自分も今年から市政協力員として活動しますが、行政職員の参加を広く認識していただくため、各校区
でも実施して欲しい。現場の活動に期待が深まります。大変勉強になりました。

15 住民の意識改革が必要だと感じました。

16
住民自らが、何ができるのかという地域住民の意識が大切と考えます。行政にサービスを求めるので
はなく。住民と行政の役割分担の（抜本的）見直しが急務。

17 パネラーや団体のトップだけでなく、職員の参加があってもいいでのではないか（支所長など）

18
住民への啓発活動、行政との協働体制を確立させる。確立までの行政のバックアップの手順を緊密に
するためにはどのようにするのか？

19 モデル地域の指定等の方向性を示すべき。宗像でも相当の期間がかかっている。
20 職員も住民も意識改革していかなければならないという印象が深かった。
21 若い人々に小さなことから参加する場を作って参加が当たり前という気持ちが育つようにする。
22 必要性は理解できる。行政からの要請が多くならないか。持続する体制ができるだろうか。

23
市職員等、住民と対等の立場で同じ問題点を共有することが大事。然るに行政がそこまで降りてくる
のか不安である。

24
短期間で住民自治を立ち上げることは諸々の問題もクリアするひつようがあり、時間がかかる。また、
住民の意識つくりから改革して、確実におこなっていかないと失敗することもあると思う。

25
市長さんとしての市施策は理解できました。市政協力員さんたちの実施にあたって、不安や心配があ
ることもわかります。合併して不満をもつ住民も多い。合併してよかったと思われるような市政を実施し
てほしい。

26
今日山間部において消防団の減少により災害時の活動の不安があります。若者が定着できる生活の
場所を確保して欲しいと思います。

27
市の考え方を提示されても、住民と行政が本当に理解しないと机上論ではないか。これからこのような
機会があれば住民、特に職員の参加が必要。本日職員はどれほど参加していたのか。

28
地域力、寝た人材、寝た財産をいかに生かすか！　自己は何をなすべきか問いかけれれた一日でし
た。

29 各イベントに職員の参加をお願いしたい。地域に1名の職員をリーダーとしてつけてもらいたい。
30 新たな仕組みをつくっていく必要性を感じた。リーダーの育成も必要。職員の参画が必要。
31 住民と行政の交流不足では協働は進まない。

　【問　６】
　『住民と行政による協働』についての感想や質問
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番　号 意　見

32 見回してみると高齢者が多かった。若い人にこそ聞いて欲しい話だと思った。
33 市民の生の声を聞けたことで、これからも積極的に地域に出ることで住民自治に務めていきたい。
34 リーダーの養成を是非求めます。職員の質の向上もさることながら。
35 時間が十分でなかった。市長が出てくるようではいかん。もっと直接仕事をしているものをだすべきだ。
36 テーマからずれた意見が多かった。
37 始めてこのようなフォーラムに参加しました。これから勉強していきたいと思います。
38 徳田さんの話はもっともだと思い聞きました。
39 市長のリーダーシップを期待したい。
40 リーダーの育成が必要だと感じました。
41 本日のフォーラムを参考にして、勉強していきたい。

42
市の考え方が少しわかってきた。住民自治には住民が先導となるが、市職員の積極的な専門性を
持った参加をしてほしい。「対等なパートナー」に真になれる市になると生き生きした市となろう。

43
市の考え方をまだ住民に提起していない。一日も早く提起してより多くの市民の声を聞いて計画に反
映させることがこの懸隔の成否にかかっている。

44 フォーラムの時間をもっと長くしてほしい。

45
今の八代の現状、どういった問題があるのかを知ることができてよかった。今年、八代市役所を受けよ
うと思っているので、もし受かったら今日学んだことを活かしていきます。

46
もっと時間をかけてゆっくり聞きたいと思いました。テキストをしっかり読みたいと思います。職員の汗
を住民はいつも見ていることを忘れないでもらいたい。住民は必ずついていきます。

47 協働について住民はもとより市職員の理解が大切だと感じた。

48
海から山奥まである八代市だから何かあるはず、できるはず。この豊かな地域の産物を利用してほし
い。そのためには、協力をおしまない。八代市の子孫のためにも負債はさけたい。また職員にも働いて
ほしい。役所内の清掃、トイレ清掃、草むしり職員でもできるはずである。

49 何かと合併してからは中心部のまちづくりが大切に思う。市の行事のＰＲが不足している感じがする。

50
自治会の代表という方は、自分の考え方で行動するのではなく、住民の声をきちんと聞いて行動して
ほしい。住民との信頼関係がなくては校区はまとまらない。市の下請けになっていないか。

51 ３つのキーワードを是非実行してください。行動をおこさなければ何も生まれないと思う。

52
県「みどり税」と同じように市でも「住民自治基金税」を徴収し、それを色々な住民活動の資金として使
えないだろうか。

53
今回のフォーラムは一つの提案方法だと思いますが、一般の住民からすると会が大きすぎて距離を感
じています。もう少し、身近にひざを突き合わせての話し合うことができないでしょうか。小さな会合でも
いいと思います。直ちにふれあうことで住民の願いや悩みなども伝わりやすいと思います。

54
住民の皆さんが今日のような話を聞く場を多くもってもらい、話し合いながら子どもたちのため、住民の
一人ひとりのために会を重ねてもらいたいものです。

55
本日始めて参加して、行政の考え方等を聞き、大変意義がありました。このようなフォーラムを各地域
で開催されればもっともっと「住民と行政による協働」が住民に浸透し、八代市がよくなることでしょう。

56
自分自身がまだまだ八代について知らないことがあると感じました。市職員として意識を改め、市民の
方々のために頑張って行きたいと感じました。

57 自らやる気をだす住民意識をいかに引き出すか意識改革の必要性を感じた。
58 行政職員が地域のボランティアに参加してもらいたい。
59 若い人の参加を期待したい。

60

地域住民への財政負担が大きくならないのか。年金生活者にとっては不安である。また、山間地への
気配りは大丈夫なのか。泉町の道路は1年以上通ったのに、今だ開通できないでいる。合併前ならで
きていたのではと思っている。生活道路であるので、他の予算を削ってでも力を入れるべき。役所職員
の地域参画はより一層進めてほしい。

61
従来は、財政面等の点から住民の方にも無関心でおられた時代であったが、今後は一般住民に対し
てもう少し認識を高めなければならない時代になってきていると思う。

62 新たな住民自治組織を住民に理解してもらうために、校区ごとに説明会を開いてもらえませんか。
63 現在の部落運営でさえなかなか人が協力してくれないのに、これ以上、住民をどうして動かすのか。

64
今日の参加者も若い人の参加が少なく特に、年代を区切ったフォーラムの開催等を考えてみてはどう
でしょうか。ロビーに宗像市の紹介コーナーがあったり、休憩時間に軽い体操とか音楽とかリラックス
を図る配慮があるとうれしいですね。

65 本当に職員が住民の中に入って来て下さい。
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番　号 意　見

66 住民は市が進めようとしていることをあまり認識していないようだ。

67
職員の意識改革、住民と対等になって一つの目的に向かって勉強していく必要があると思った。人ご
とのように思っていたが、自分自身が変わらなければ。

68 色々と意見を聞き、今後の取り組みの参考になると思いました。

69
地域活動に職員も喜んで参画し、ふれあうこと。意識改革・危機管理を。職員を少なくするのはいいが
サービス低下にならないように。職員の給料等も見直す必要があるのではないか。民間と比較すると
行政は高い。

70 すべてにおいてパネリストの皆さんが言われたように思いました。

71
職員の内訳として、本職員が半分で残りの半分は、パートでも良いと思います。パートとは職員以上の
仕事のできる方を言います。

72 まちづくりの方向性が分かり参考になった。職員の各事業への参加を期待します。

73

行政サービスの行き詰まりが住民自治へのつけとして押し付けられるとすれば、迷惑千万。行政職員
の資質の向上も大事。子どものときから教育のあり方が問題。日本古来の教育のあり方も宝があると
思う。日本の民族精神は思いやり、もやい、協働。協働は昔からあったように思う。活用教育が無く
なっただけと思うのは私だけだろうか。日本人はわがままな人が多くなりすぎたような気がする。

74
本日のフォーラム開催によって、一歩前進したと思います。認識を深める方策を十分にとることが大切
だと思います。

75 終る時間が遅いのではないでしょうか。はじめの時間を早くしてください。

76
市町村合併しましたが、町の真ん中と町はずれ（過疎地）では高齢者の考え方の違いが大きいと思い
ます。若者たちの意見を高齢者がバックアップできるような環境づくりを望みます。

77 住民と行政の対話を期待します。

78
ちょっと時間がかかり過ぎたと思います。自分たちももう少し勉強し、お互いが連携してつくることの大
切さと行政の手助けも十分欲しいと思いました。併せて、市関係者の家族の協力がもっと欲しいと思い
ます。

79 言われたことが分かりやすかったです。時間は守ってほしい。

80
住民も行政から待つばかりでなく、また行政も住民にまかせっぱなしでなく、もっと住民と行政との関係
を密にして協力して働けばよいと思う。

81 研修に時間を有するが必要と思える。
83 住民ができること、協力していかなければならないと思いました。

84
徳田さん、山中さんみたいな方の意見を取り入れていただき、住民の立場に立った協働への改革を進
めていただきたい。

85 大変必要であるが、協力体制づくりが難しい。
86 住民自治にみあう、権限と財政支援を。
87 もっと多くの機会をつくってほしい。
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・ 本書は、平成 20 年 3 月 15 日開催の「やつしろ市民フォーラム」への参加者のご協力に

より集計を行いまとめたものです。 

・ 回答をいただいた市民の皆様に心から感謝申し上げます。 

・ 本書は、今後の住民と行政の協働によるまちづくりの実現に向けた基礎資料といて、広

く活用していきます。 
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